
１月 
あけましておめでとうございます 

今年も、安心・安全な給食に取り組んでいきますので、よろしくお願いします。 

インフルエンザやノロウイルスが流行る季節になりました。 

帰宅時や食事の前は、うがい・手洗いをしっかりして予防しましょう。 

給食室 

令和４年 1 月 １年の始まりをお祝いする正月をはじめ、1

月には、さまざまな行事食があります。健康で

長生きできるように願いを込めたり、１年間病

気をせずに無事に過ごせるよう縁起をかつい

たりと、どれも意味があるものです。 

3 月 3 日（桃の節句）や 5 月 5 日（端午の節句）のように、季節の

節目となる日を「節句」といい、昔はこの日に食べる料理を「お節」

とよんでいました。現在では正月料理のことをいいます。正月の間は

料理をしなくてもいいように、保存がきき、お祝いの意味がある料理

をお重に詰めます。料理や詰め方は、地域や家庭によって異なります。 

地域や家庭によって具材や味つけ、もちの形など、

実にさまざまです。関東地方や東北地方では四角い

切りもちを入れる所が多く、関西地方や九州地方で

は丸もちを入れる所が多いようです。香川県では「あ

んもち雑煮」といって、あんこの入ったおもちを白

みそ仕立ての汁に入れます。 

 春の七草「せり、な

ずな、ごぎょう、はこ

べら、ほとけのざ、す

ずな、すずしろ」を入

れたおかゆを食べて、

正月のごちそうで疲れ

た胃腸をいたわり、新

しい年の無病息災を祈

ります。 

昔は、お供えの鏡もちに

は神様の力が宿ると考えら

れていて、硬くなった鏡も

ちを木槌などで叩いて割

り、それを食べることで、

新しい生命をいただくこと

ができると信じられていま

した。「割る」という言葉は

縁起が悪いため、縁起の良

い「開く」が使われます。 

 邪気や厄をはらうとい

われる小豆を入れたおか

ゆを食べて、１年間の無

病息災を祈ります。青森

県では「けの汁」という、

冬にとれる根菜や保存食

の山菜、凍み豆腐などを

入れた汁物を食べます。 

 正月のお祝いの行事が

すべて終了する日。お供

えしていたものをすべて

下げ、食べつくす地域も

あります。 

からだの働きを助け、調子を整えてくれます。 

ゆずにはビタミンＣが多く、とくに皮に多く含まれています。風邪や疲労回復、肌荒れなどに 

効果があります。 

富士川町の増穂地区で栽培しています。  


